
平成２１（２００９）年５月１日学校だより
が っ こ う

横浜市立飯田北小学校
よ こ は ま し りつ い い だ きたしようがつこう

校 長 巻木 博明皐月
さ つ き こうちよう まき き ひろあき

さわやかな季節になりました
き せ つ

校 長 巻木 博明
こう ちよう まき き ひろあき

入学式を祝福するかのように満開だった桜も今ではすっかり葉桜に変わり、代わりにつ
にゆうがくしき しゆくふく まんかい さくら いま は ざくら か か

つじが正門の脇に彩りを添え、新緑の美しいさわやかな季節となってまいりました。校庭
せいもん わき いろど そ しんりよく うつく き せつ こうてい

では鯉のぼりが５月の風に高くなびき、周囲の畑ではヒバリがさえずりながら空高く羽ば
こい ご がつ ふう たか しゆう い はたけ そら たか は

たいています。
、 、先日の授業参観・学校説明会・学級懇談会には 多くの保護者の皆様がご出席くださり

せんじつ じゆぎようさんかん がつこうせつめいかい がつきゆうこんだんかい おお ほ ご しや みなさま しゆつせき

誠にありがとうございました １週間遅れの なかよし遠足 では ５・６年生を中心に曇。 「 」 、
まこと いつしゆうかんおく えんそく ろくねんせい ちゆうしん くも

、 。り空を吹き飛ばすかのように時間いっぱい活動して 楽しい１日を過ごすことができました
ぞら ふ と じ かん かつどう たの い ち に ち す

早いもので１ケ月が過ぎようとしていますが、１年生の皆さんも飯田北小学校の一員として
はや か げ つ す いちねんせい みな いい だ きたしようがつこう いちいん

すっかりとけ込んできました。
こ

自分を高めて、新しい自分に
じ ぶ ん た か あたら じ ぶ ん

最初の朝会の時に 「一人ひとりが自分を大切にして、自分を高めて、新しい自分をつく、
さいしよ ちようかい とき ひと り じ ぶん たいせつ じ ぶん たか あたら じ ぶん

りましょう 」というお話をしました。自分を大切にするということは、周りの友達も大切。
はなし じ ぶん たいせつ まわ ともだち たいせつ

にすることにつながると思います その上に立って 現在の自分の状況 生活や学習の様子。 、 （
おも うえ た げんざい じ ぶん じようきよう せいかつ がくしゆう よう す

など を自分なりにしっかりと把握して 色々なことに挑戦 チャレンジ して 少しでも次） 、 （ ） 、
じ ぶん は あく いろいろ ちようせん すこ つぎ

のステップに自分を高め、昨日とはちがう新しい自分になれるように努力することだと思
じ ぶん たか き の う と は あたら じ ぶん ど りよく おも

います 次のステップを めあてや目標 に言い換えても同じことですが １年生から６年生。 、「 」 、
つぎ もくひよう い か おな いちねんせい ろくねんせい

までの発達段階を考えると、低学年と高学年とでは内容的に質的に違いがでてくるのは当然
はつたつだんかい かんが ていがくねん こうがくねん ないようてき しつてき ちが とうぜん

のことだと思います。
おも

学校力を高めます
が つ こ う りよく た か

子どもたち一人ひとりが自分を高め、新しい自分をつくるために、今年度一年間色々なこ
こ ひと り じ ぶん たか あたら じ ぶん こんねん ど いちねんかんいろいろ

とに挑戦し努力する代わりに、 私 たち教 職員は子どもたちの色々な活動を様々な角度か
ちようせん ど りよく か わたくし きようしよくいん こ いろ いろ かつ どう さまざま かく ど

ら指導・支援していきます。
し どう し えん

一人ひとりの子どもは 「かけがえのない存在、よりよく生きていこうとする存在」であ、
ひと り こ そんざい い そんざい

るという子ども観に立って、＜ふれあおう 楽しもう 学びあおう＞と 「人間性豊かな子、
こ かん た たの まな にんげん せいゆた こ

どもを育てます 「自ら学ぶことのできる子どもに育てます」の学校教育目標を掲げていま」
そだ みずか まな こ そだ がつこうきよういくもくひよう かか

す。
教育指導の方針として、学力の定着を目指して、子どもたちにとって、学ぶことの楽し
きよういく し どう ほうしん がくりよく ていちやく め ざ こ まな たの

さや意義が感じられるような教育を実現するために、次のことに努力します。
い ぎ かん きよういく じつげん つぎ ど りよく

・授業の改善に努めることで、まずは「わかる授業」を展開することだと思います。
じゆぎよう かい ぜん つと じゆぎよう てん かい おも

本校教育目標
ほんこうきょういくもくひょう

ふれあおう

楽しもう
た の

学びあおう
ま な

に ち り ん

日 輪
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へ い せ い ね ん ど が つ ご う



・そのために、 私 たち教師の資質・能力を高めること。
わたくし きよう し し しつ のうりよく たか

・家庭や地域の理解・協力を得られるように努めること。などです。
か てい ち いき り かい きようりよく え つと

そのための、具体的な方策として、
ぐ たいてき ほうさく

① 全校児童一人ひとりを 全教職員で見守り 育てよう を合い言葉に 全教職員 が一丸「 、 、 」 、
ぜんこう じ どうひと り ぜんきようしよくいん み まも そだ あ こと ば ぜんきようしよくいん いちがん

となって 同一歩調で子どもたちの指導にあたります 各学級とも副担任制 をしき 多、 。 、
どういつ ほ ちよう こ し どう かくがつきゆう ふくたんにんせい おお

くの目で子どもたちを見ることにより、担任と副担任が連携協働して、きめ細かな指導
め こ み たんにん ふくたんにん れんけいきようどう こま し どう

ができるように努めます。
つと

② 国語科 を窓口にして 研究・研修を行い 授業改善に努めます 国語科の研究４年目「 」 、 、 。
こく ご か まどぐち けんきゆう けんしゆう おこな じゆぎようかいぜん つと こく ご か けんきゆう ねん め

の今年度は、過去３年間の実績を踏まえて 「思いや考えを進んで伝え合おうとする子、
こんねん ど か こ ねん かん じつせき ふ おも かんが すす つた あ こ

の育成」をテーマに掲げ、研究が深まることによって子どもたちの表現 力等が向上す
いくせい かか けんきゆう ふか こ ひようげん りよくとう こうじよう

るように努めます。
つと

③次のような本校の特色ある教育活動を推進していきます。
つぎ ほんこう とくしよく きよういくかつどう すいしん

○外国につながる児童が多く在籍する学校としての特色を活かした国際理解教育を進め
がい こく じ どう おお ざい せき がつ こう とくしよく い こく さい り かいきよういく すす

ます。
○コンピュータを中心とした情報機器の操作や図書資料などを活用して、情報活用能力

ちゆうしん じようほう き き そう さ と しよ し りよう かつよう じようほうかつようのうりよく

の育成に努めます。
いくせい つと

○・農園での栽培活動 ・ボランティアの方々の協力など、地域の教育力を活用させて
のうえん さいばいかつどう かたがた きようりよく ち いき きよういくりよく かつよう

いただきます。
④地域との連携も深めて、信頼される学校づくりに努めます。

ち いき れんけい ふか しんらい がつこう つと

このような教育活動を地道に継続していくことで、自ずと本校の「学校力」も高まるも
きよういくかつどう じ みち けい ぞく おの ほん こう がつ こうりよく たか

のと確信します。
かくしん

５月は「赤十字運動月間」です
ご が つ せ き じゆう じ う ん ど う げ つ か ん

赤十字の歴史は、１８５９年にスイス人のアンリー・デュナンがイタリア統一戦争の激戦
せきじゆう じ れき し ねん じん とういつせんそう げきせん

地、ソルフェリーノにおいて、人道的見地から敵味方の区別なく傷 病者を救助したことか
ち じんどうてきけん ち てき み かた く べつ しようびようしや きゆうじよ

ら始まりました。そして、このアンリー・デュナンの考えから赤十字思想が誕生し、今年
はじ かんが せきじゆう じ し そう たんじよう こ とし

で１５０周年を迎えました。
しゆうねん むか

ところで 私 たちの飯田北小学校は 日本赤十字社神奈川県支部の青少年赤十字に加盟、 、
わたくし いい だ きたしようがつこう に ほんせきじゆう じ しや か な がわけん し ぶ せいしようねんせきじゆう じ か めい

して９年目になります 青少年赤十字の目的は 児童・生徒が赤十字の精神に基づき 世界。 、 、
ねん め せいしようねんせきじゆう じ もくてき じ どう せい と せきじゆう じ せいしん もと せ かい

の平和と人類の福祉に貢献できるよう、日常生活の中での実践活動を通じて、いのちと健康
へい わ じんるい ふく し こうけん にちじようせいかつ なか じつせんかつどう つう けんこう

を大切にし、地域社会、世界のために奉仕し、世界の人々との友好親善の精神を育成するこ
たいせつ ち いきしやかい せ かい ほう し せ かい ひとびと ゆうこうしんぜん せいしん いくせい

とです。
このために、次のような３つの実践目標を提示しています。

つぎ じつせんもくひよう てい じ

１ 健康・安全・・・・生命と健康の大切さを学び、人間尊重の精神を養う。
けんこう あんぜん せいめい けんこう たいせつ まな にんげんそんちよう せいしん やしな

２ 奉仕・・・・・・・人間として社会のため、人のために尽くす責任を自覚し、実
ほう し にんげん しやかい じん つ せきにん じ かく じつ

行する。
こう

３ 国際理解・親善・・広く世界の青少年を知り、仲良く助け合う精神を養う。
こくさい り かい しんぜん ひろ せ かい せいしようねん し なか よ たす あ せいしん やしな

青少年赤十字では、児童・生徒が自主的で、自律した生活態度を養うために、
せいしようねんせきじゆう じ じ どう せい と じ しゆてき じ りつ せいかつたい ど やしな

「気づき」 「考え」 「実行する」
き かんが じつこう

という態度目標を掲げています。※青少年赤十字基本方針等より抜粋しました。
たい ど もくひよう かか せいしようねんせきじゆう じ き ほんほうしんとう ばつすい

本校の長年の取り組みは、３の「国際理解・親善」に該当しています。この間に平成１４
ほんこう ながねん と く こくさい り かい しんぜん がいとう かん へいせい

・１５年度は 「豊かなかかわり合いを通して、共に学び共に生きる喜びを感じられる子ど、
ねん ど ゆた あ とお とも まな とも い よろこ かん こ

もの育成・自分の国や友達の国を知ろう みんなに伝えよう～世界の中のわたし みんな地
いくせい じ ぶん くに ともだち くに し つた せ かい なか ち

球人～」というテーマを掲げて、神奈川県青少年赤十字推進校として活動しています。そ
きゆうじん かか か な がわけんせいしようねんせきじゆう じ すいしんこう かつどう

して、この時の活動が認められて、平成１８・１９年度は全国青少年赤十字モデル校とし
とき かつ どう みと へいせい ねん ど ぜんこく せいしようねん せきじゆう じ こう

ての指定を受けました 赤十字運動月間を機に他校に類を見ない本校の取組みについて 児童。 、
し てい う せきじゆう じ うんどうげつかん き た こう るい み ほんこう とり く じ どう

・保護者・地域の皆様と共に再確認したいと思います。
ほ ご しや ち いき みなさま とも さいかくにん おも


